
係活動・話合い活動など

学校をきれいにすること ・　みんなのためにすること

・　一生懸命な気持ちで頑張るぞ

・　みんなが気持ちよく過ごせるようにするため ・　よりよくするため

・　分かりません
・　みんなのために頑張りたい

・　みんな喜んでくれるかな
・　みんなが困らないように

・　分かりません

・　進んですること
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【考察】 
実態アンケート①②より，今までの体験を基に，「ボランティア」について自分なりの考えを

もっていることが分かる。中でも，学校で決められた枠組での活動をボランティアと捉えている
子どもが多い。③より，多くの子どもは，高学年として学校をよくするために頑張ろうという意
識で活動に取り組んでいるが，決められたからやるといった消極的な考えで取り組んでいる子ど
もも見られる。④より，消極的な考えでボランティアに取り組んだ子どもも，活動した後のすが
すがしさや，最後までやり遂げた喜びを感じていることが分かる。⑤より，ボランティアをする
意義については，自分のためになるだけでなく，みんなのためになることに気付いていることが
分かる。しかし，子どもが行っているボランティアは，学校内での活動が主となっているため，
みんなと捉えている範囲が，学級や学校などの身近な対象であり，社会全体に目を向けている子
どもはほとんど見られなかった。 

そこで，子どもが考えているボランティアについて取り上げ，地域や社会全体にまで対象を広
げることで，そういった活動が社会を支えていることに気付くことができるようにしたい。また，
これまでにしてきたボランティアと資料に出てくるボランティアを比較して考えることで，ボラ
ンティアとは決められた時間に与えられた活動をするのではなく，自主的に社会のために見返り
を求めずに，社会のために役に立つことであることに気付くようにしたい。 

(4) 資料について 
本資料は，震災の被害に遭って不自由な避難所生活をしていたゆみ子が，担任の大西先生や校

長先生たちが被災者のために働いている姿を見て，無気力になっていた自分から仲間と共に行動
する自分へと心が動かされていく話である。気落ちして，ぼう然とする人たちの中で働いている
先生たち，自分の家も焼かれて同じ被害者なのに「こんなときは，おたがいさまですから。」と，
行動している大西先生の姿がまぶしく感じる。その時，ゆみ子は，自分でできることは何か考え，
避難所新聞を作ることにしたという話になっている。 

そこで，本資料を使って日頃行っているボランティアと比較して考えさせることで，ボランテ
ィアについての理解をより深め，社会のためにできることをしようとする心情を高めることがで
きる。 

４ 思考の流れ【内容項目４―④ 勤労，社会奉仕，公共心】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 展開に当たって 
見つめる活動では，事前のアンケートを活用し，子ども一人一人が思っている「ボランティア」

についての焦点化を図る。そのうえで，「ボランティアとは，どのようなことだろう。」という共
通の問題意識を喚起する。 

問い直す活動では，まず，「思考スキル」を活用し，資料や自分の体験を関連付けながら，「ボ
ランティア」についての理解を深めることができるようにする。その際，思考をつなげる記号を使
ったり，思考した順番に番号を付けさせたりすることで，子どもがどの流れでその思考にたどりつ
いたのか把握できるようにする。 

次に，対話活動中は，「例えば」「なぜなら」等の思考をつなげる発話をすることで，「ボラン
ティア」についての思考を広げ，深めることができるようにする。また，対話活動が積極的に行わ
れていないグループを中心に机間指導を行う。さらに，教師が，思考をつなげる発話をすることで，
各グループから出た，感じ方や考え方を短冊に書かせ，似ている考えを分類したり，関連付けたり
しながら，一段高い「ボランティア」についての道徳的価値に迫ることができるようにする。 

振り返る活動では，授業前の自己の生き方が，授業を通してどう変わったかを，比較しながら考
えさせる。その際，授業の始めと何が変わったのかを明らかにさせ，子どもの考え方や感じ方を価
値ある行為と意味付けし，これからの自己の生き方についての考えを深めることができるようにす
る。 

あたためる活動では，友達の感じ方や考え方を紹介し，新しい感じ方や考え方に気付いたり，更
に深めたりすることができるようにし，道徳的実践意欲を高めるようにする。
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【考察】 
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子どもが多い。③より，多くの子どもは，高学年として学校をよくするために頑張ろうという意
識で活動に取り組んでいるが，決められたからやるといった消極的な考えで取り組んでいる子ど
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どもはほとんど見られなかった。 

そこで，子どもが考えているボランティアについて取り上げ，地域や社会全体にまで対象を広
げることで，そういった活動が社会を支えていることに気付くことができるようにしたい。また，
これまでにしてきたボランティアと資料に出てくるボランティアを比較して考えることで，ボラ
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(4) 資料について 
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長先生たちが被災者のために働いている姿を見て，無気力になっていた自分から仲間と共に行動
する自分へと心が動かされていく話である。気落ちして，ぼう然とする人たちの中で働いている
先生たち，自分の家も焼かれて同じ被害者なのに「こんなときは，おたがいさまですから。」と，
行動している大西先生の姿がまぶしく感じる。その時，ゆみ子は，自分でできることは何か考え，
避難所新聞を作ることにしたという話になっている。 

そこで，本資料を使って日頃行っているボランティアと比較して考えさせることで，ボランテ
ィアについての理解をより深め，社会のためにできることをしようとする心情を高めることがで
きる。 
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についての焦点化を図る。そのうえで，「ボランティアとは，どのようなことだろう。」という共
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なあ。

を聞く。

（ワークシート・道徳ノート）
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